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1. はじめに 

アップコンバージョン(UC)蛍光体は、バイオ

マーカーや太陽電池に応用が可能であること

から近年注目を集めている。UC は励起波長よ

りも短い波長の光を放出する現象であり、近赤

外線(NIR)が励起光となる。UC蛍光体のホスト

材料として NaYF4 等のフッ化物が主に研究さ

れているが、空気中で劣化しやすいという欠点

がある。そこで、当研究グループは高い化学的

安定性を持つ LiNbO3に着目し、UC 蛍光体膜

の作製と評価を行った。LiNbO3 は圧電素子や

弾性表面波素子などへ応用が可能な高機能材

料である。 

 

2. 実験方法 

高純度化学研究所が販売している Li2CO3、

Nb2O5、Yb2O3、Er2O3、Al2O3の粉末を用いた。

Li : Nb : Yb : Er : Al = 1 : 1 : 0.14 : 0.14 : x (x = 0、

0.02、0.06、0.10、0.14) のモル比になるように

各粉末を混合し、1150℃で 4 時間焼成を行った。

光学特性の評価方法として、フォトルミネセン

ス(PL)特性、および励起光の出力依存性を解析

した。PL 特性においては、波長が 980 nm の

NIR レーザを励起光として用いた。励起光の出

力依存性においては、減光(ND)フィルターを

使用することで励起光の出力を制御した。光量

が 1/2、1/4、及び 1/8 となる ND フィルターを

使用した。 

 

3. 実験結果 

PL特性の結果を Fig. 1に示す。Al = 0、及び

0.06の時、波長 534 nm (4H11/2→4I15/2)、555 nm 

(4S3/2→4I15/2)、及び 672 nm (4F9/2→4I15/2)において、

高強度の発光が得られた。 

 

 Fig. 1 PL characteristics of LiNbO3 : Yb3+, Er3+, Al3+. 

 

 Al = 0.06の励起光の出力依存性をFig. 2に示

す。534 nm、555 nm、及び 672 nmにおいて、

励起光の出力が上昇するに伴い、発光強度が上

昇することが判明した。 

 

Fig. 2 Pump power dependent UC of LiNbO3 : 14% Yb3+, 

14% Er3+, 6% Al3+ composite phosphor. 
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